
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

山元町家庭教育支援チーム 

 （呼称：つばめ） 

  

 

②活動拠点 山元町教育委員会生涯学習課 

③活動範囲 山元町内全域 

④組織体制 

 

  24 人 

 

 

 

⑤活動開始年度 平成２５年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等）山元町教育委員会 生涯学習課 

（TEL）0223－36－8948 

（E-mail）shougaku.s@town.miyagi-yamamoto.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:shougaku.s@town.miyagi-yamamoto.lg.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

〇家庭教育幼児学級における「親のみちしるべ」ファシリテーター 

 次年度小学生になる子供を持つ保護者を対象に、他の保護者と子育てに

関する悩み・不安を共有することで、子育てに関する意識を共有する場を提

供する。 

〇「ちびっこひろばきらり☆」運営 

 小学校入学前の子供を持つ家庭を対象に、さまざまな講師を招いて講座

を開催し、親子の愛着形成を促す活動を行う。 

〇主催事業開催 

 ・ わんぱく大作戦  

町内の親子を対象に、複数の体験型プログラムを実施し、子どもの健全

育成と、町の賑わいづくりに寄与する。 

 ・ 家庭教育支援講演会 

子どもの健全な心身の発達や、親・家庭の果たす役割、親子の関係など

について学び、地域で支え合い安心して子育てに関われるようにする。 

〇託児協力（各種健診時、育児サークルからの依頼等） 

〇子育て通信「つばめ」発行（隔月）（町内幼稚園・保育所等に配布） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

家庭教育学級・幼児学級では、メンバーが中心となって宮城県版親の学

びのプログラム「親のみちしるべ」を教材としたプログラムを企画、実施して

おり、参加者から高い満足度を得られている。 

「ちびっこひろばきらり☆」は、親子で活動したり、一緒に楽しんだりできる

プログラムを実施し、親子の関わりを通して愛着形成につながっている。 

主催事業の夏休み わんぱく大作戦 では、親子で楽しめるブースやステ

ージ発表を通して、夏休みの親子の思い出作りの場を提供しており、参加

者から高い満足度を得られている。また、家庭教育支援講演会では、「自己

肯定感を育む親子の関わり方」や「デジタルメディアとの正しい付き合い方」

など、保護者や教育・子育て支援関係者の興味を引く内容で、参加者にとっ

て学びの多い講演会を開催している。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校を核とした地域力強化プラン） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


